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健康科学 第1巻 2004  
講演会報告  
平成16年度 健康科学講演会 実施報告  
奥 津  
1．テーマ：予防・保健活動の経済効果  
2．講 師：京都大学大学院経済学研究科  
教授 西村周三先生  
3．日 時：平成16年9月4日13：00～16：00  


























文 子  
こうした内容は，「二次予防の検診での異常が発見   
されても，必ずしも受療継続行動につながらず，結果   
として医療費削減には全く結びついていない」，また  
「医療従事者には費用村効果の視点の欠如」といった   
もので，長年の先生の研究結果からの指摘である。   
一方で，教授は医療や看護は経済効果だけで評価す   
るものではないことも強調された。そこで，医療の質   
評価について3つの分析指標を概説された。それは，   
略語でCEA・CBA・CUAというものである。CEA   
は，費用に対する効果を「寿命の延び」で測定するも   
のである。また，CBAは費用に対する便益を「貨幣」   
で測るものである。しかしながら，医療・医療の効果   
だけで測られるものでもない。また，失われた生産額   
や家事労働を貨幣換算して測れるものでもない。従っ   
て，どちらも命の価値を貨幣で測れるかといった疑問   
が残る。そこで登場したのがCUAであると説明され   
た。そのCUAは効果をQALY（QualityAcUusted   
LiftYear：質で調整して生存年）で測定することで   
CEAを補完しようとした方法である。  
この他にも，患者の満足度を測定する指標などもち   
いて医療を効果的に測定しようとする試みがあること   
も話された。   
そして，国民にとって健康であること，的確な治療   
を安価で安全に受けることは究極の目標である同時   
に，医療者にとってもそれは究極な課題である。しか   
しながら，限られた財源で的確な医療を受ける，また   
健康を維持するためには，国民と医療者の双方向から   
の努力が最も重要な要因であることが切々と伝わって   
きた講義であった。   
最後になりますが，ご多忙な中，長時間に渡り興味   
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